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  令和７年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

  

（２）調査の対象および内容 

  ・調査対象 … 小学校第６学年（市内９校）340 人、中学校第３学年（市内６校）316 人 

  ・調査内容 …【教科に関する調査】  

・小学校第６学年：国語、算数、理科（各 45分） 

          ・中学校第３学年：国語、数学、理科（各 50 分） 

           国語、算数・数学、小学校理科は冊子を用いた筆記方式（PBT） 

           中学校理科は、ICT 端末を用いた文部科学省 CBT ｼｽﾃﾑ（MEXCBT）による 

オンライン方式（CBT） 

         【生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査】 

・児童生徒に対する調査（20～40分程度） 

小学校はCBT、中学校はMEXCBTで実施 

・学校に対する調査 （オンラインによる回答） 

  ・調査期日 … PBT による調査：令和 7年 4月 17 日(木) 

CBT（児童質問紙）：4月 18 日～30 日のいずれか 1日 

MEXCBT（中学校理科：生徒質問紙）：4月 14 日～17日のいずれか 1日 
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２ 教科に関する調査の結果 

（１）標準学力調査の平均正答率 

小学校第６学年                 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校第３学年 

 

   

  

  

  

  

 

 

 

  

 

 

IRTスコア分布グラフ（パーセンタイル値：10%,25%,50%,75%,90%） 

(％) (％) 

国語：全国平均と比べてやや下回る。特に、「話す・聞く」「言葉の特徴や使い方に関する事項」に課題が

ある。 

算数：「測定」以外は、滋賀県、全国平均と比べてやや下回る。特に、「図形」「変化と関係」に課題がある。 

理科：滋賀県、全国平均と比べて下回る。特に、「粒子」「生物」に課題がある。 

(％) (％) 

(％) 
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（２）正答率が低かった問題 

① 小学校第６学年【国語】「話すこと・聞くこと」（思考・判断・表現）１一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 中学校第３学年【国語】「言葉の特徴や使い方に関する事項」（知識・技能）１一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語：全国平均と比べてやや下回る。「書く」「言葉の特徴や使い方に関する事項」に課題が見られ

るが、その他は滋賀県平均をわずかに上回っている。 

数学：滋賀県、全国平均と比べて上回る。「数と式」に若干の課題が見られる。 

理科：IRT スコアは滋賀県、全国平均と比べ、上回っている。 
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③ 小学校第６学年【算数】「図形」（思考・判断・表現）２（４） 

④ 小学校第６学年【算数】「数と計算」（知識・技能）３（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校国語】 

●「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付け 

たりして、伝え合う内容を検討することに課題が見られた。（問題①） 

○「書くこと」において、図表などを用いて、自分の考えか伝わるような文章を選ぶことができ

ていた。 

 

【中学校国語】 

●「言葉の特徴や使い方に関する事項」において、文脈に即して漢字を正しく書くことに課題

が見られた。（問題②） 

○「読むこと」において、文章の構成や展開について、根拠を明確にして考え、記述すること

ができていた。 
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⑤中学校第３学年【数学】「数と式」（知識・技能）1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 小学校第６学年【理科】「生命」（思考・判断・表現）３（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校算数】 

●「図形」において、基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を、式や言葉を用

いて記述することに課題が見られた。（問題③） 

●「数と計算」において、数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として

捉えることに課題が見られた。（問題④） 

○「測定」において、はかりの目盛りを正しく読むことができていた。 

 

【中学校数学】 

●「数と式」において、素数の意味を理解することに課題が見られた。（問題⑤） 

○「データの活用」において、不確定な事象についてデータに基づいて考察する場面において、 

数や式、表、グラフなどを活用して、数学的に処理をしたり、相対度数の意味を理解したり

できた。 

〇「図形」において、ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができた。また、

統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・改善することもできた。 
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⑦ 中学校第３学年【理科】「エネルギー」（思考・判断・表現）３（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校理科】 

●「生命」において、発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法

を発想し、表現することに課題が見られた。また、差異点や共通点を基に、新たな問題を見

いだし表現することにも課題が見られた。（問題⑥） 

○「エネルギー」において、電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わる

ことの知識が身に付いていた。 

 

【中学校理科】 

●「エネルギー」において、仮説を立てて科学的に探究する学習場面において、電気回路図に

よる知識及び技能を活用して、仮説が正しい場合の結果を予想することに課題が見られた。 

○「粒子」において、実験の様子と、密度に関する知識及び技能を関連付けて、それぞれの気

体の密度の大小関係を分析して、解釈することができた。（問題⑦） 

〇「地球」において、状態変化や圧力に関する知識及び技能を基に、予想が反映された振り返

りについて問うことで、探求の過程の見通しについて分析し、解釈することができた。 
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３ 質問紙調査の結果 

（１）各学校の教科に関する調査、および児童質問調査の結果について、全国、県と比較基準とし

て標準化して図示したチャート。 

  

①小学校第６学年のチャート図 

【教科を中心とした学力・学習状況】       【その他の学力・学習状況（学習習慣・自己有用感等）】 

（赤線は全国基準）                   (赤線は全国基準) 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （青線は滋賀県基準）                 （青線は滋賀県基準） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

     

  

 

 

 

 

 

 

教科を中心とした質問紙では、全国・県と比較して、「ICT を活用した学習状況」に課題が見られ

る。また、その他の学力・学習状況では、全国・県と比較して「読書等」に落ち込みが見られる。 

一方、「向社会性」や「自己有用感等」においては、全国・県と比較して、基準を上回っており、本

市が目指している自己肯定感、自己有用感の育成は一定の成果がみられると考える。 
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④ 中学校第３学年の肯定値 

  

 

 

①中学校第３学年のチャート図 

【教科を中心とした学力・学習状況】       【その他の学力・学習状況（学習習慣・自己有用感等）】 

（赤線は全国基準）                   (赤線は全国基準) 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （青線は滋賀県基準）                 （青線は滋賀県基準） 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

  

 

〇最も肯定値（「強い肯定」「弱い肯定」で回答した児童生徒の割合）が高い質問 

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」98.2（昨年より‐0.9） 

●最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか」8.5（昨年より‐1.0） 

〇全国と比較して肯定値が高い質問 

「あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーション（発

表用のスライド）を作成することができると思いますか」82.2（全国+5.5） 

●全国と比較して肯定値が低い質問 

「あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って情報を整理する（図・表・グラ

フ・思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると思いますか」57.2（全国-12.1） 
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（２）学力調査結果とのクロス集計 

児童生徒質問調査において、質問ごとの各教科区分とのクロス集計を分析すると、おおむね肯

定的評価が高いほど平均正答率や IRT スコアが高いことがうかがえた。 

ただし、以下の質問においては逆転現象（肯定的評価より 10 ポイント以上の差）が見られた。 

【小学校第６学年】 

・普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。 

〇最も肯定値（「強い肯定」「弱い肯定」で回答した児童生徒の割合）が高い質問 

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」 96.9（昨年より-0.6） 

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」 96.9（昨年より+1.0） 

●最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか」 5.2（昨年より-3.3） 

〇全国と比較して肯定値が高い質問 

「国語の勉強は得意ですか」 60.6（全国+5.4） 

●全国と比較して肯定値が低い質問 

「数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていますか」  

48.3（全国-10.3） 
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教科を中心とした質問紙では、全国と比較して、「主体的・対話的で深い学び」「ICT を活用し

た学習状況」に課題が見られる。また、その他の学力・学習状況では、「自己有用感」に若干の落

ち込みが見られるものの、全国・県と比較して目立った落ち込みは見られない。 

その他の学力・学習状況では、「向社会性」において、全国・県と比較して、基準を上回ってお

り、地域との結びつきの強さがみられる。 
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【中学校第３学年】 

・自分にはよいところがあると思いますか。 
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子どもたちのとらえる「幸せな気持ち」が何を指しているのか、わかりにくいところではある。

推測になるが、塾や習い事などに忙しく、知識は定着しているが生活として満たされていない児

童が一定数いるのではないだろうか。感覚的な回答が学力には必ずしも結びついていないという

結果となっている。 

 

50.9 48.0 42.7 

63.3 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

平
均
正
答
率

数学

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない



11 

 

 

・人の役に立つ人間になりたいと思いますか 
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・あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互いの意見のよさを

生かして解決方法を決めていますか。 
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・学級活動における学級での話し合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組ん

でいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小学校の結果同様、「自分にはよいところがある」や「人の役に立つ人間になりたい」という内

容は質問自体が主観的である。生徒によって解釈が異なる場合があり、質問と学力が必ずしも一

致しない結果となったと考えられる。 

高い正答率を持つ生徒が必ずしも集団活動や自己肯定感に強い意識をもたないという点から、

個々の学習スタイルや目標設定が、学力を重視し自己評価や他者との協力には慎重であるという

可能性もある。 

これらの結果を踏まえて、集団作りや自己肯定感の育成についてのアプローチ方法をさらに検

証し、アップデートする必要があると考える。 
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